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産 膜 酵 母 菌 に 關 す る 研 究 （第 1報）

Pichia屬及 び Zygopichia屬 （1）

小 玉　健吉 ・ 小玉 順一郎 ・ 京野　忠司

　 　 　 （小玉 醸逧株式曾肚醗酵研究室）

　 　 　 　 　 　 （昭 利 26．9．4 受 1里）

緒 冒

　含糖液に培養す る と き速か に乾燥庚膜を作 る薤膜酵母菌 を分類學上 よ b見れ ば ， Hansenula ，

Zygohansenula
，　Pichia ，　 Zygopichia 凝の外 に Debaryomyces 及 び Zygosaccharomyces

屬 の或種類 を含んだ有胞了 性 の 醒樟菌 と，
Mycoderma 屬及 び Torulopsis 薦の 若干 種の如 き

無 胞子 性酵僻菌 とに區別 され る． 而 して その rP で 有胞子性屬の 種類に就い て は STELLING・DEK・

KER ，D 無胞子性屬の種類 に 就 い て は LoDDER2＞
の モ ノ グ ラ フ が最 も重要 なる文献 として 知 られ て

ゐ る．

　産膜酵母菌 の大 多數は懸 酵工 業上多少程度の差が ある とし て も， 大 體に於て有害作用を呈する

種類 に 屬す る もの で あるが ， また清酒釀造上 稍酸還元作用
3）

， 又 後熟作用O
に與 る Hansen”la

anomala や ， 泡盛釀造上 （酸糖化 ア ミ ロ 法に 依 る）特有 の風味 を附與す る Mycoder〃 za 　sP ．　Ne．

306NAKAZAWA5 ）
の 如 く有釜 な る もの も知 られ て ゐ る．

　斯 くの 如 く漆膜酵母 菌 は そ の種類の 多き の み な らす ， また 實地上 に も關係の深 い もの で あ
・6 か

ら， 著者等は 先づ 有胞子性 の租類 を鞨象 として贋 く醸造物 果 實， 蘇茱 ， 漬物 ， 鍛類 ， ま壌等よ

り新 た に分離 した もの と學名不確定乃至未知の既イi標本 とを合せ て數 抬株 を選び ，

一 々 その性質

を吟味 し， 以 て それ らの種名 を決定す る こ とに し た． 本第 1報 は分離菌株 中で Pichia 屬及び

ZygOpichia 麝 に編 入す べ き租類に關す る第 1訳報告で あ る．

　菌株 を分離す る に は 12　Ballg．の 靆汁叉 は麥芽汁に試料 の 少量を投入 し，
25

°
，
30°及び 35℃ に

夫 々 保 ち集殖 した．叉 場合 に よ b直接に或は稀薄した る試料 を以 て 平板堵養 し，更 に 分離 困難な

る試料 に つ い て は豫 め ペ ト リ氏皿 に 固髑培養基 を流 し込 み
， 固化後試料 を表面 に塗布し ， 好氣性

菌株群 を選擇的 に 集殖 した もの もある．叉培養基 も麹 汁 ， 麥芽汁の外 ， 稍酸加里 を窒素源， 叉 は

酒精を炭素源 とす る人 工 集成増養基 を も併用 した．集殖 した もの は 更に數回手板培養を反覆して

純化 し ，

’
供試菌 株 とし た．

　菌株の分類

　　　　　　　　　　　　 （A）　P 童ehia 屬及び Zygopicl1  屬

　　　　　　　　　　　　　　　 a ．Pichiaδ2崢 ‘α （LINDNER）DEKKER

　　　　　　　　　　　　 Syn ．： JVilliaう91劇6α （LINDENR）HANSEN

　　　　　　　　　　　　　　　 Hanseneclaう319 ’砌 （LINDNER）SYDow

菌株番號

No．1Nc

．2No

．3No

．4

　 　 分 離試料

生甘藷壓擁汁 （栃木縣）

　 　 〃

粕 酢 配 （京都市）

清酒翫 （山廢系）（秋 田縣）

〜A冫 細胞の 形 ｝tkl内さ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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　主 とし て 楕圓 膨，長楕圓形乃至 胡瓜形 に し て單獨叉 は 數岡連結す る （第1圖）．

　 大 さは

　　 　　 楕圓形……2．5〜3．5 × 4．0〜5．0μ

　　 　　 長　　形
・・・…　2．5−−5．Ox6 ．0−”10．Oμ

　（B ） 液體婚i養

　麹 汁
……次白乳皮歌め皮膜を作 b ， 次第に 肥厚 し ， 乾燥1生縮緬 朕の 皺襞を生す る．醗 酵に ょ る

i氣泡の 發生 は な く ， 液は透胴で 溷濁 し な い ．

　麥芽汁 ……麹 汁に 比 し發育不良 ， 薄 い 次 白乳皮状の 皮摸を作 る が，左程肥 厚せ か ， 僅か に皺襞

を生す る の み ．

　A 液
静
）…酒精を炭素源 とすれ ば薄 い 次白， 4 滑臘様， 濕潤なる皮膜 を作 る が 肥厚 しな い ．

』

　（C）　糖類 に劉す る醗 酵性

　葡萄瘤 ， 果蟹 ，
マ ン ノ ーゼ を極 く微 か に醗酵す る が ， 他 の糖類を醗 酵 しな い （No ．3は全 く醗酵

しない ）．

　（D ） 發育限界温度

菌 番 號

No ．1No

．2No

．3No

．4

最 　高

36〜37℃

3アーv37 ．5℃

35〜36 ℃

35−y36 ℃

最 　低

2・v3
’C

　 〃

　 广ノ

　 「t

　帥 ち最高 35・v37 ．5℃
， 最低2 〜 3℃ に 障す る ．

　（E） 胞子 の形 状及 び子嚢形成時に於 け る接合 の有無

　麹汁墨天及び ゴ ロ ドコ ワ 氏寒天 上單性生殖 に よ り胞子を形成 し ， 麹 汁寒天 は その 際厘 々 赤褐色

の菌 苔 となる．胞子は 牛球形に し て 底邊は 墨 々 厚 く， 輪片 の 不 著明な帽 子形 を呈 す る が Hanse −

nula 廳の如 く明瞭で な い （第2圖）．

　胞子 の大 さ は

　 　　 　 2．3−v2 ．5× 2．5−・2．8μ

　毎子嚢中普通 3｝4個の 胞子を有 し ， 子嚢は 醸れ 易 く， 胞子を游離 す る もの が あ る．

　 （F） 胞子形成 の限界温度

　各菌株 を通 じ最高31〜32℃ ， 最低 6・》7℃ に位す る．

　（G）　稍酸鹽同化 ： 陰性．

　（H ）　 エ ス テ ル 樣芳香生成 ： なし．

　（1） 劃線培養

　　　　　　　　　　　　　　 （1 ） 麹 汁 ゼ ラ チ ン

菌醐 色 睡 起 性 　 S 面 の 状 副 周 縁

N … 1灰 ・旦．＿ 腱 黼 菫騾蠱馨軅 飃 磐 概・塑

ゼ ラ チ ン 液 化

ゼ ラ チ ン 液化認 め られす
（2 ケ 月後）

　 　　 灰 白色 後 赤 褐色No ．2　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 tl

　 　　 を呈 す る に 至 る
’ノ i　　　 　ゼ ラ チ ン 液 化 力損 く菌 吾は 深

　
”
　　く陷沒す るに 至 る（1 ケ 月後 ）

No ．3No

，4No
．2 に 酷 似 する

管

） 3％酒 精 ， O．1％ee安 ，　O．1％ KHaPO4 ， 0．a5％MgSOI を水 道 水 に 溶か す， 以下同｛賦

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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（2 ） 麹 汁 寒 天

菌翻 色 陪 起 性 　 表 面 の 礁 i 周 緑

N … 瞬 燥 灰 白色除 隆 起 性 ・網 緻 密 ・ る柵 鮪 す ・勘 出入 州 か す… 鋸鰍

N ・ ・ 1齲彎募鰡 鬮 生の 齬 著 ・ く皺鮪 す ・ 1 ／’

No ．3No

，4No
．2 に 酷似す る

（J）　 1髢大聚落

菌劃 色 傾 斜 睡 ・ 脯 啖鱗 響瀏 周 劇 ・ ・ チ ・ 靴

醐 i魏讐 灘 纓 廳 部
1 ・ ・

　　　恢 白色後稍 々 赤 中央部緩 く隆起テNo．2
　　　鞨 色を呈 す る　1る　　　　　　　

”

・ ・ 購 藷繋 劉黐灘 罷 こ難
〃　　 〃　　 〃

・
酷

i
嬲簡

No 、3i

　　　［No ．4No
．2 同様

　類　　縁

　本 菌群の 胞子は輪片の 不著明 な る帽子形 を呈 し ， む し ろ牛球形 の 圓弧叉 は 底邊が極 め て 僅か に

突出す る程 度に 過 ぎな い か ら Hansenula 屬よ b もむしろ Pichia屬 に 入れ る 方が適當 で ある。

また發育及び胞子形成 の 最高温度が夫 々 35〜3Z5 ℃
，

31〜32℃ に して稍 々 低温 なる こ と， 共 の他

の諸性質 に よ つ て こ れ を 翫 〃 α 懈 8齠 （L ・NDNER ）DEKKER と認 め た．

　なお本菌群 と同型の菌株 は甞 て 高粱酒醪
6｝及 び梅漬生薑

〒）
よ b も分離 され て ゐ ろ．

　　　　　　　　　　　　　 b，Pichia　membranaefaofens 　HANSEN

　　 　　　　　　　　　　　　 　　　〃 　　　　　　 〃 　　　　　 FORMA α

菌株番 號

No．5NQ

．6No

．7No

．8No

．9

　 分 離試料

梨子 酒醪 （秋 田縣 ）

葡萄 酒醪 （秋 田緜）

粕酢翫 （京都市）

ク ワ ス 酒 （長 西敏 圭受分
國
離）

米 酢 醪 （長 西教 授 分 雜 ） （尾 遘 市）

　 （A） 細胞の 形 欺， 大 さ

　主 とし て 楕圓形 ， 卵圓形乃至長楕圓 q彡に し て 墨 々 胡瓜形 を呈 し ， 單獨叉 は數個連結す る （第3圖）．

　 大 さは

　　　　 楕圓形・『・一・・2．5−’4．Ox3 ．0〜6．Oμ

　　　 　 長 形
・一…2．0｝3．5 × 6．0〜90μ

　（B）　液艦培養

　麹 汁……No ．5及び No ．6は 白色乾燥 陀皮膜を作 b ， 次第に 肥厚 し て 著明 な る褶襞を生 じ ， 履 々

赤褐色を呈 す る．醸酵 に ょ る氣泡 の 發 生 は な く， 液は透 明 で溷濁 しな い ．

　No ・7，　 No ・8及びNo ．9は 濕潤次白色 ， 雫滑な る皮膜 を形成 し ， 後稍 々 褶襞 を生 す る も肥 厚 し な

い
τ
醸野 に ょ る氣泡な く， 液 も透 明で溷濁 しな い ．

　麥芽汁……麹汁 に 比 し．發育不良 ， 薄 い 次白色，

ン
ド滑 の 牛乾燦 性の 皮膜 を生す る．

　A 液……酒構 を炭素源 とし て 發育し ， 麥芽汁の 場合 と同様 の 皮膜 を生 す る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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（C）　嬉類 に 對 す る醗酵性

葡萄 策， 果雛 ，
マ ン ノ 冖ゼ の み を極 く微か に醗酵す る．

（D ）　發青限界濃度

菌番號

No ．5No

．6No

．7No

．8No

．9

最高温 度

38．5〜39。O
’
C

38．0〜38．5’C

33．O｝38．5畠C

38．e−v3S ．5
’C

38凾0〜38．5
’
C

最低温 度

2・v3 ℃

ノ

ノ

！

ノ

　皀口ち最高38 〜 39℃
， 最低 2〜 4℃ に 1立す る ．

　 （E） 胞子 の形状及 び子嚢形成時に 於け る接合の有無

　麹汁寒天， ゴ ロ ド コ ワ 氏寒天，葡萄摺ペ プ ト ン 寒天 又 は ＝ ン ヂ ン 片上 艮．く單性胞子 を形 成す る ．

また麹汁塞天 止の菌苔 に は赤羯色 を呈 す る もの が 多い ．胞 子は 主 として 牛球彫叉 は球 形に近 い 雫

球形 に して 稀 に球形 を呈 す る （第4圖）．
．

　胞子の大 さ ま

　　　 4戔球形叉 は 羮頁圓形……1。5〜2．0 × 2．0〜2．5μ

　　　球　　　　　　　　　　刃F彡・・・…　（2．0）2 〜（2．5）2μ

　毎子嚢中普通3〜4囲の胞子を有 し， 稀 に 2〜 61同の もの もある ．

　 （F） 胞 子形成 の限界温度

　麹汁塞天 ，
ゴ m ド コ ワ 氏寒天 及び ニ ン ヂ ン 片上 に て各 洙共 に 最高34’v35 ℃ ．最低7 〜 8℃ に位す

る．

　（G ） 鮹酸鹽の同化 ： 陰性．

　 （H ）　 エ ス テ ル 様芳香生成 ： なし．

　（1） 劃線培養

　　　　　　　　　　　　　　　 （1） 麹 汁 ゼ ラ チ ン

菌劃 色 陣 趨 性 齟 の 轗 1 周 wa 「・・
“

・ チ ・ 液 化

N … 艨瀧饗劉 隆 醗 曙攣響
襞 を 1働 ・ 幟 獣 罫〜嬲 臠

ん ど し

・ … 1騰 離鬻 稍 ・ 隆離
「广

レ蓼驪
襞 1 ゼ ラ チ ン 液 化 殆 ん ど しtない （2 ケ 月後 ）

N … 騰驚
白鰍 稍 々

簡 ・黼 す ・騨騨
褶襞

降 正
液化力強 く菌苔 は次第1に 陷沒する （1 ケ 月後）

禰 蓴砦
色後黄褐1偏 李

ド童育す司董馨辱墨
て 褶 eei

整　正
ゼ ラ チ ン 液化力張 く吹L第 に 陷浸す る

N … 齶魏
鰍 黼

偏 … 發育す ・騰欝馨驃 僅 か ・ 轍 を有す ・1差謠 ン

翔総
ん どし

（2 ） 麹 汁 寒 天

菌飜 1 色 隆 　　 起 　　　性 表　面　 の 　状　態 周　　緑

… 5 鱸欝 夸
編 i著 ・ ・隆蘋塑 黼 を形成・ ・1著 ・・ 摺 襞 鮪 ・ ・ 1鱸 正

・ … 1灘 轉
飜

酬 稍 ・ 鬮 ・・ 鰹 陣 な・ 小醸 を桝 司 〃

N … 1嬲鵜
篏 黼 色

睡 搬 褊 卒 な ・ 菌 苔 i苧 滑 に して 褶 襲 を有 し な い 　 　 〃

1

薫 鞭 畫覊欝繋
稍i大 ・・ 隆麟 ・備 ・酬 弔 滑 に し・ 皺 をfi・なL・鷹警覊義

も

N … 摩欝騨
褐
判 N ・・8 同様

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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（J） 亘大 聚落

賭 號 1 色 傾 斜 1 火 ・ ［恥 圓 儲 塾殤 綴 周 副 認
チ

花
N ・ ・ 1欝讐弯

褐
騰讐鵜響誉陸 ・ ［・司放 射状 膿 鮪 す ・ 陲 ・ 隊驪あ

N … 1蓄夢鑾 褐
」 ．．

’r＿．一 賭鬻 洲 な ・ 膿懿譏滯 瑳 〃 「
．

耳

・ ・ 噛 黼 網 癰
鰾 く隆1

一

石
…   一

陣
一

「蕊

N … 陣 黼 色 陪 を黻 す ・ 1な ・

〃　　　　　　　〃

陸 し 1な し 1／　　　　　　 tr

N … iN… 同樣

　 類 　　縁

　本菌群 中の 中で No ．5，　 No β は既知種中 Pichia　membranaefaciens 　HANSEN と同定 され る．

その麹汁培養上の 皮慎は 肥厚し ， 又麹汁塞天 に は 褶襞 D 著 し い 菌苔を作 り， E 大 聚落 もまた有皺

性で あ る．反 之， No ．7，　 No ．8，　 No9 は産膜性i弱 く， 麹汁寒天 L濕潤 ， 噌黄竭色乃至荻褐 色 に して

殆ん ど雫滑 なる菌苔を作 り， E 大 聚落 も亦
厂
卜滑 ，

レ ン ズ 形 を呈す る に よつ て，こ れ らを原株の變

型 と亮傚 し ，
Forma α と名 け た ．

　本菌群 の もの は 高粱酒醪
5）

及 び醸酵せ る椰子樹液
〕）

よ り分離 さ れ て ゐ る ．

　　　　　　　 C ．Zygopichia　chev2tieri 　var ．　 membranaefaSt
’
ens 　noy ．　 var ．

菌株番號

No ，10No

．11No

．12No

．13

　（A ）　細胞の 形 状，

　主 とし て 唖楕圓，卵圓乃至楕圓 形を是 し ， 稀に球形 乃至 短胡瓜 形 で ある （第5圖）．

　大 さ は

　　　　 卵圓 ， 楕圓形一 ・2．5〜5．0 × 2．O〜4．5μ

　　　　 短 胡 瓜 形
・・− 7．O−v8 ．O× 2．0〜3．5μ

　（B ）　液體増養

麹汁……發育極 め て 艮好 に し て 白色乾燥の著 し く褶襞ある皮膜を作 1
） ， …欠第に 肥厚 し ， 暗赤色

を呈 す る に 至 る．醸 酵に ょ る氣 泡の 發生 は 認 め られ す ， 液は透明で ， 溷濁 し な い ．

　麥芽汁……麹汁 に比 し ， 發育不良に して ， 薄 い次白色乳皮歌の 皮膜を作 る も， 左程肥厚 しな い．

A 液
・・… 酒精を毅素源 とし て 發育し ， 薄 い 友 白色， i

ド滑 ， 濕 潤な る皮膜 を作る が ， 餘 り肥厚 し

ない．

　（C）　糖類 に鮒 する醗 酵性

本菌群 は總 て の 糖類 を醸 酵 しな い ．

（D ） 發育限界温度

菌番號

No ．10No

．11No

，12N6

．13 ・

　　 分離試料

甘 藷壓麌汁 （栃木縣 り

山衢 萄 液 （秋 田 縣 ）

米酢配 （秋 田縣）

夏み か ん （愛媛縣 ）

左 さ

最高温度

38〜39℃

37〜88℃

S7．5−・−38℃

、375nys8 ’C

最低濃度

3〜4℃

〃

〃

〃
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　即ち最高37〜39℃ ，最低 3〜4℃ に位す る．

　（E） 胞子 の 形 ；伏及び 子嚢形 成時に 於 け る接合の 有無

　麹 汁寒天 ，
ゴ ロ ドゴ ワ 氏塞天 ，葡萄療 ペ プ ト ン 寒天 及び麹汁 に 培 養せ る と きの皮膜 1二は何れ も

良 く胞子が形 威す る．胞子形 成菌苔 は赤褐色 を呈 する．子嚢は 2 個 の 細胞の異胎接合叉 は極 め て

稀 に 同胎桜合 に ょ つ て 生 じ ， 更 に 單性生殖 に ょ る もの もあ る．

　胞子 は 輪片の 不著嶋 な帽子形 乃至 孚球形 を呈 し，そ の 大 さは 1．5〜2．0 × 2．5v2 ．8，・．毎子 嚢中2 、4

個 の胞子 を有 す る （第6圖）．

　（F ）　胞子 形成の 限 界温度

菌番號

No ．10No

．11Ne

．12No

．13

最高温 度

33．5〜34’G

33．5　 34℃

33．0〜341C

S3．O− 34
’C

最低温度

5〜6℃

6〜7
冒C

ノノ

凹」ち最 高33、34℃
， 最低 5、7 ℃ に 位す る ．

（G ）

（H ）

（1）

石宵酸鹽o）1司t匕　： 陰彊二．

X ス テ ル 樣芳香生成 ； なし．

劃線培養

（1） 麹 汁 ・ゼ ラ チ ン

菌 番 號 色 髄 酬 表 酌 綱 　増 繰 ゼ ラ チ ン 液 化

NQ ．10 攤彎弯鸚塵 ・賄 驫 諜寧攤譏 撮 讐黥讐繋室薯智轟鬻
No．11
　　　　　灰 白色後帶
No ．12
　　　　 黄 褐 色No ．13　1

稍 々 隆起性 〆！ ノー ／厂

（2 ） 聿麹 汁 寒 天

　 　 　 　

菌香號 1 色 隆 ・se 粍 1表 面 の 状 況 「　周 縁

各 橡 を　　 乾燥白色後吹第 に 赤褐 乃
通 じ て 　　 至 紅褐色 を呈 する に 至 る

稍 々 幽 生 i蓍鹸磐襲　勸慧滋
も

（」）　 E 大 聚落

菌 番號

No ．10　i 暗 赤 林馗

Ne ．11No

．12No

．13I

　　　　　　　 E　　　　　 l　　　　　　　　
I

初 め 暗 白色次第 1
レ ン ズ 型 に

に 赤 褐 色 とな る 隆 起 す る
な し　　　　　　3　 な し

　　　　　　 1

放射 線 な き も僅 か

に 褶 襞 を 有 す る
整

i 色
・i傾 斜 　 　 1恥 圓 膝轡

竒
鷺 1周 細 ・ ・ チ ・ 灘

　　　　　　腱 曩黔1な ・ 　 匡 ・

隸瀧驪 i鞭
こ

幽翻臆産野 賢 ・

一一一一．… … 一一一．．

臆認 磐轡［欝
渡
驤

液化 し 陷

　　　　　　　　　　　　不 睨 則IS放射状線 不 規 則 な摩 ラ チ ン 液 化 お

　　　　　　　 ．．．　　．　　　一憂び顰襞翌有
r
壘塋壷些浪状．iそLC一鰭選豊 ＿

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 No ．10同．｝itゼ ラ

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　　整 正
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 チ ン 液 化 す る

　類 　 　縁

　本菌群は 2ygopichia　chevalieri に 酷似す る も， 發育並 び に胞 子形 成 の 最 1ギ1；慍度に於 て 原 株が

夫 々 41〜43℃
，

37〜38℃ な る に 比 し ， 本 菌群 は夫 々 37〜3’Y℃
，
33〜34℃ の 低温 に あ り．叉原株標

木 （廣島大學保存） と比較 した とこ ろ に よれ ば ， 麹汁に 於て 原株は濕1勘 殆ん ど
’

卜滑 ， 荻白色の

薄い 皮膜を作 る が ， 木菌群は 發育良妊 に して 乾噪で 著 し く褶嚢の ある 厚 い 皮膜を作 る點 ， 夏 に 麹
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汁寒天斜面培養に於て 原株が濕潤 ， 次黄色の 殆ん ど胴 骨な る菌苔を作 る に 對 し ， 本菌群は乾燥性

の 著 し く褶襞 を有す る菌 莟を作 る な ど相違 す る點が ある か ら新 た に 1變種 とし て Z）　gopichia ‘か

evalieri 　var ．　mentbranac −faCiens　nov ．　var ．とした ．

　本菌群 に 圏す る菌株 に は樹 1牟の 粘液流及び フ レ ブ液 （樺太産 コ ケ モ モ 液）
S）

よ bZ “gosaccharo一

吻 6θschevalieri 　GUILL．（現 今で は Zygopichia）及 び醸 酵せ る椰子樹液 ， 火落清酒滓か らZ ．　cl｝−

evatieri 　var ．　fer｝nentati 　SAITO9・10 が本邦 で知 られ た．恐 くは分布の 農 い 種類で あ らう．

　徇入江 氏
11）

が酒母 よ り分離 した Zy
．

・opichia 　ch 　7vatieri ｝よ麹汁上 濕潤 蹶白色の 皮膜 を作 り， 麹

汁塞上 に は 友白色の菌 莟を作 る も決 して赤 羯色 を呈 しな い 點 に 於 で原株 に近 い が ．一方發育の最

高温慶が 37．5℃ の 低温に あ る こ とは 本變種に 近 く， 原株 と本變櫨 との 中間型 と認 め られ る．

總 括

第 1次に 檢索火定 した13蛛…ば 次の 4類に分類 され た ．

　　（a ）　・Pichia δノgゴ6α （LINDNER） DEKKER

　　（b） Pichia　membrJnaefaJiens 　HANSEN

　　（c） Pichia　m 」” fnbranaeLfdciens 　H へNSEr 　 For 皿 a α

　　（d）　Zygopicltia　cluv ；zlicri （GulLL ．）KL6cKER 〃 z9 〃 zbrJna ？f‘rciens 　nov ．　var ．

絡 bに 臨 み 菌松 の 分與 を頂い た東北 欠學植村 先生 に 厚 く感謝 の 意 を表す る　佝 貿 驗 に 助力され た大 地 茂君

の 勞 を 多 とす る．

　（本 報の概要 は 昭和26年 6 月 17日 日本農藝化學會東北支部大會に 於 て 發表 した．）
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1〜2．Pi‘hia　bel8i‘ a （No ．1）
3−−4．P．　 membranaefaciens （No．6）
5〜6．Zygopichia 　cheualieZi 　var ．　 meinbra −

　 　 naefaciens （No．9）
1， 3， 5は皮膜細胞 （× 約 740）
2， 4，

6 は子 嚢 と胞 子 （× 約120の
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